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電磁石の働き

巻き方や付け方を考えて，電磁石の強さの秘密を探ろう！

６年 くぎをたくさんつける電磁石にするには？ 発展

決められた条件の中で今まで学習したことを基にして，くぎをたくさんつける
．．．．．．．

電磁石（強い電磁石）を一人一人がつくります。競技することにより，製作意欲

を高める構成にしました。強い電磁石をつくるかぎは，仲間の電磁石と比較し

て，強さの秘密（要因）を発見できることにあります。

１ 準 備

（直径0.4mmを1.8ｍ）◇一人分 ・エナメル線

（長さ65mm程度）・鉄くぎ

（くぎ径より少し大きめ）・ストロー

・単１乾電池 ・紙やすり（練習用）

◇一班分 ・上皿てんびん

（10mmを100ｇ程度）・小くぎ

（競技用，同じ性能・使用時間のもの，できれば新品）・単１乾電池

（0.1ｇまではかれるもの）◇全 体 ・自動上皿てんびん

２ 活動の方法と展開例

○電磁石の作り方ときまり

・両端は15cmずつ巻かないで残す（1.5ｍ巻く）

・ストローの上に巻く ・巻き方は自由

① 目打ちなどで穴を開けたストローに，外から中へエ

ナメル線を通し，くぎを入れる。

② エナメル線を15cm出してから巻く。

③ 巻き終わりは，セロハンテープで留めるとよい。

④ 両端は，紙やすりでエナメルをはがす。

○競技のルール

５秒間・電池をつなぐ時間は，

・くぎをつけるのは だけ片側

・くぎの重さで勝敗を決める。

※乾電池の消耗と発熱を考えて，

５秒間に設定した。

活動の展開例

・ 全〕ルールの説明〔

↓

・ 個〕電磁石の製作と練習〔

↓

・ 班〕競技，班代表１人決定〔

↓

・ 全〕班代表の釘の計量により上位３人を決定〔

｜

｜

｜

↓

○再チャレンジ：結果をもとに強い電磁石の秘密を考え，

次の電磁石の製作へ
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エナメル線を子どもたちに分ける方法

1.8ｍ

エナメル線

ﾋﾞﾆﾙﾃｰﾌﾟ

巻き方自由

巻き始め

15cm残す

巻き終わり

15cm残す場所は？
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活動シート(例)と子どもの表れ３ 留意点
競争するだけでなく，色々な電磁石（作品）を強

さで分類，比較することにより，その規則性を発見

することに重点をおきましょう。

以下に，くぎをたくさん吸い付けるためのポイン

トについて，何回か実践した経験を基に，書いてお

きますので参考にしてください。

くぎをたくさん吸い付けるためのポイント

（１）エナメル線を巻く前に

自然界の原理で，距離が離れるほど，互いに

及ぼし合う作用は弱くなります。エナメル線を

流れる電流が磁界をつくり，しんの鉄くぎが磁

化します。付ける場所（鉄くぎ）の近くにエナ

メル線を集めた方が，強くなります。

① すき間なく，ていねいに

一番のポイントです。くぎをつけるところの近くに密集させるためにも，すき間や交差はよく

ないでしょう。すき間なく巻くと，同じ長さのエナメル線でも，巻き数を増やせます。

②１層巻きより，２～３層巻き

つける場所の近くに，エナメル線を集めて巻く方が強くなります。ただし，一カ所に集めすぎ

る（４層以上に巻く）と，鉄しんから離れてるので，鉄しんを通らない磁力線が増えて逆に弱く

なります。

（２）エナメル線を巻いてしまった後で

電磁石の巻き方（スタート）ですべてが決まってしまうのでしょうか？そんなことはありませ

ん。考えれば方法はいくつか見つかるでしょう。そこが，この活動のおもしろいところです。

〈 〉① エナメル線はよく磨く 電流の強さÆ

紙やすりでていねいに磨き，電気の流れをよくすることが大切です。子どもが磨いたものをよ

くみると，エナメルが残っていることが多いです。導線が輝いて見えるまでしっかり磨きます。

② くぎの頭より，少し出してくぎの先で

くぎを打ち付ける平らな方よりも，とがった先を

少し出すと，くぎが少し多く付きます。

〈 〉③ 電池ボックスに違いが！使わない方が強力？ 電流の強さÆ

電池の極と端子金具の間に抵抗（接触抵抗）があり，電池ボックスによって違いがあります。

やはり一番いいのは，使わないで直接電池に電磁石をつなぐことです。

④焼きなましたくぎに換える。

くぎ（鉄）を真っ赤に熱して，ゆっくりさますと鉄が磁化されやすくなります。少し反則です

が，教師用の切り札として用意しておきましょう。

※ 他にもワザがあることでしょう。チャレンジ！

理科記録用紙
名前［ ○○ ○○ ］

１回目のやり方 ２回目のやり方
（図と文で） （図と文で）

ていねいに，普通に 吸いつける方にコイル
巻いた。 をたくさん巻いた

※１回目と比べてどこを
くふうしたか分かるよ
うにしましょう。

１回は普通に巻いてみた。6.8ｇでだめたっ

た。２回目は考えて先の方にたくさんコイル

を巻いてみたら，9.0ｇつれるようになった！

。15ｇもつった人がいると聞いてびっくりした

先生もつくりましょう！ 子どもたちに負けない電磁石を

子どもたちがつくりそうな電磁石のパターンを，あらかじめいくつか用意してポケッ

トに入れておきます。その子が作ったものより少し性能がよいものを取り出して競争すると，子ど

もの意欲かき立てるでしょう。先生も子どもたちに簡単に負けないよう頑張りましょう。少し反則

ですが，焼きなましたくぎを教師用の切り札に。




